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　このあとがきを書いている 2 月，3 月のシーズン，毎週の日曜ごとに，冬のスポーツとしてのマラソ
ン大会が開かれている．
　3 月 11 日には，大阪で 8 月に開かれる世界陸上選手権の出場選手最終決定競技として，名古屋国際
女子マラソンが開かれた．レースは，40 km 過ぎまで 5 人のトップ集団が並走し，最後は残り 700 ｍ 
で優勝した橋本選手と，ベテラン弘山選手のデッドヒートで決着がつくという，激しいレース内容だっ
た．この日は，風速 10 ｍ 以上の冷たい風が吹く最悪のコンディションで，世界選手権出場内定基準
の 2 時間 26 分を切ることはできなかったが，悪条件の中での 2 時間 28 分 49 秒は高く評価され，優
勝した橋本選手は世界陸上代表選手となった．この名古屋国際女子マラソンで世界陸上女子マラソン
の選考レースは全て終了し，1 月の大阪国際女子マラソンを制した原選手，2 位ながら 2 時間 24 分台
の小崎選手，そして昨年 11 月の東京国際女子マラソンで優勝した土佐選手らが，代表として内定して
いる．
　日本の女子マラソンは，オリンピックで有森選手が 2 大会連続で銀・銅メダルを，そして高橋選手・
野口選手がそれぞれ金メダルを獲得するなど，世界レベルからみてもその実力と実績は突出したもの
がある．
　なぜこれほど，日本の女子マラソンのレベルが高いのか（そしてなぜ，男子マラソンは現在低迷を
続けているのか）．有森選手・高橋選手・野口選手にしても，彼女たちがアスリートとして突出した能
力を持っていたのではなく，むしろ，スピードランナーとしては二流クラスの選手だったそうで，特
に有森選手は，リクルートの陸上部時代，小出監督によると三流選手だったそうだ．ただ 1 つ，彼女
は他の選手よりも諦めない根性が人一倍強く，その結果が心肺機能を鍛え上げ，長距離に耐えうる筋
力を養い，平凡なアスリートを世界のトップランナーにしたという．
　よく，マラソンは人生にたとえられるが，42.195 km の行程には，山あり谷ありではないが登り下り
の連続で，最後 35 km 過ぎからが本当の勝負どころと言われている．この辺りが最も苦しい距離でも
あり，そこで誰が勝者になるか否かは，最後まで勝負を諦めない根性と，日頃どれだけ厳しいトレー
ニングに耐えてきたかが，その勝敗を分けるそうだ．
　しかし，どの選手も 1 日 20～30 km を走り込み，さらに高地トレーニングや科学的トレーニングを
取り入れるなどと恐ろしいほどの過酷なトレーニングをしてレースに臨むのだから，人より少しでも
努力をした者が必ず勝者となるとは言い切れない．
　人生も同じで，努力をした者が必ずしも良い結果につながるとは限らない．しかし，言えることは，
努力をしない者は少なくとも競争の「場」に登ることすらできない．そして，努力の過程が最も大事
であることを知るべきであろう．
　私は，マラソン中継を観ていて，誰を応援するわけでもないのだが，懸命に苦しみに耐え，走り続
ける選手から目を離さないで，レースの行方を見守っている．

 （炭山嘉伸）
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